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平成27年度

新市のまちづくりを総合的かつ効果的に進
めていくため、合併協議会において策定し
ました。

上田市の将来像及び基本理念を定め、その
実現に向けた施策の方向性を示すもので
す。

将来像を実現するために、前期と後期に区
分して施策、重点的な取組などを示すもの
です。

地域の特色や個性を生かしながら、市民と
行政が連携して住みよい地域づくりを進め
るための方向を示すものです。

国土利用計画法に基づき、国・県計画を基
本とし、市の基本構想に即して、土地利用
の方向性を示すものです。

○新市建設計画

●基本構想

●基本計画

●地域まちづくり方針

●国土利用計画
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平
成
18
年
３
月
６
日
、
新
生「
上
田
市
」が

発
足
し
て
、
１
年
８
か
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー

ト
し
た
上
田
市
で
は
、
都
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
な
ど
を
総
合
的
に
示
す「
第
一
次

上
田
市
総
合
計
画
」を
、
こ
の
ほ
ど
策
定
し
ま

し
た
。

　

上
田
市
は
ど
ん
な
ま
ち
を
目
指
す
の
か―

。

「
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
」の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

第
一
次
上
田
市
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た

計画の構成と期間
平成17年度平成20年度平成23年度

新市建設計画…10年間

基本構想

前期基本計画

地域まちづくり方針

国土利用計画

後期基本計画
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基 

本 

構 

想

【将来像　～キャッチフレーズ～】

日本のまん中　人がまん中　生活快適都市
～水跳

は

ね　緑かがやき　空　こころ　晴れわたるまち～

【まちづくり大綱】
（将来像を実現していくために必要な施策の方向）

【まちの将来イメージ】
（おおむね10年後の上田市のあるべき姿）

●社会環境の変化に
　強い、自立するまち
地域の産業を盛り上げながら、
協働で新しい上田市の地域社
会を営みます。

●豊かな自然にはぐくま
れ、人々が行き交うまち

多様な地域資源を大切にし、
その個性を伸ばしながら交流
の輪を広げます。

●上田市に住む誇りと
　満足感が得られるまち
過去から未来に脈打つ文化を
大事にし、新たな価値を生み
出しながら、まちにかかわる
人の環

わ

を広げます。

土　　地　　利　　用　　構　　想
■計画的な土地利用の推進 
■自然と共生したまちづくり
■集約型都市構造への誘導と個性あふれるまちづくり

創造と調和

【まちづくり基本理念】
（将来像の実現に向けてまちづくりに取り組む際の基本的な考え方）

自立と協働 循環と交流

コミュニティ･自治
■コミュニティの活性化
■分権自治の確立

自然・文化
■自然との共生
■新たな文化の創造

健康・福祉
■生涯を通じた健康づくり
■ひと

4 4

とひと
4 4

が支え合う社会
　づくり

産業・経済
■地域経済の活性化
■新産業・新技術の開発促進

生活環境
■快適な生活環境の実現
■軽快な交通網の形成

教育
■まちの未来を担う子ども
　たちの育成
■生涯学習と人材開発の促進
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■
計
画
策
定
経
過

◇
市
民
の
意
見
を
集
約
し
て
策
定

１　

上
田
市
総
合
計
画
審
議
会
へ
の
諮
問

　
【
諮
問
】　

平
成
18
年
９
月
25
日

　
【
答
申
】　

平
成
19
年
８
月
９
日

　
【
会
議
開
催
回
数
】

　
　

全
体
会
８
回
、
部
会
各
７
回
〜
８
回

２　

地
域
協
議
会
へ
の
諮
問

　
【
諮
問
】　

平
成
18
年
12
月
18
日

　
【
答
申
】　

平
成
19
年
２
月
９
日

前
期
基
本
計
画
の
あ
ら
ま
し

８
月
９
日
、
上
田
市
総
合
計
画
審
議
会
（
龍
野
彰
宏

会
長
）
は
、
約
一
年
間
に
渡
る
審
議
を
終
え
、
総
合

計
画
案
を
母
袋
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

前
期
基
本
計
画
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、
基
本
構
想
に
掲
げ

る
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
示
し
ま
す
。

　

基
本
構
想
の「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」に
沿
っ
た
六
編
で
構
成
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
今
後
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
内
容
を
記
載
し
ま
す
。

①様々なコミュニティの活性化と多様な交流の促進
　・自治会をはじめ地域住民の主体的な活動を支援する
　　活動拠点の整備
　・地域の価値を高める活動など地域住民の多様な活動に対する支援
　・内外の様々な世代・地域・職業の人との交流を促進
②住民自治・分権自治形成を目指した市民協働によるまちづくり
　・自治の理念と仕組みのルールづくりとして（仮称）自治基本条例を制定
　・地域協議会の充実、地域自治センター機能の見直し、まちづくり活動拠点の整備
　・行政の説明責任を果たし、新たな広報・広聴制度を確立、市民協働のまちづくりを推進
③行政経営への転換 
　・市民第一主義への職員の意識改革
　・従来の行政運営から市民満足度の高い効率的で効果的な行政経営への転換

～ 認め合い 自ら動き 個性きわだつ ～

コミュニティ・自治

①地産地消の推進と安全・安心な食の提供
　・生産者と消費者の顔が見える安全・安心な農畜産物の生産活動を促進
　・安定した農業生産体制の整備
　・生産者から消費者までの一体的な取組による“地産地消”を推進
②上田市の“ファン”づくりと中心市街地の活性化
　・おもてなしの心あふれる、個々の観光・消費特性に応じた多様なサービスの提供
　・「コンパクトシティ」によるまちづくりを進め、中心市街地へ各種の都市機能を集積
　・商店街の魅力を高める様々な活動の支援、商店街の個性と活力の創出
③知的創造拠点の活用と新分野に挑戦する環境の整備
　・大学など市内の知的創造拠点を活用しながら、市内の同業・異業種間の交流を促進
　・分野を融合させた独創的な商品や技術の開発を促進

～ 知恵集め 技術磨き 未来ひらく～ 

産業・経済

①自然環境の保全と活用
　・森林や里山、河川などを次の世代へ引き継いでいくための、市民協働に
　　よる保全活動
　・豊かな自然に市民が直接触れ合える機会を創出
　・環境保全活動に取り組むための市民、事業者、行政によるパートナーシップ構築
②歴史的・文化的遺産の継承
　・地域文化の啓発に向けて、地域を知る学習活動を展開
　・伝統行事や文化に直接ふれる機会を創出
　・全市一体的な取組による、歴史的・文化的遺産の保全活動を推進
③未来へつながる市民文化の創造
　・自由で活発な芸術・文化活動の支援、新たな市民文化の創造
　・創作、発表、鑑賞、交流など、上田らしい特色ある芸術・文化活動の育成
　・拠点施設の効率的活用、広域的な文化交流をも視野に入れた新たな文化拠点づくり

～ 水跳ね 緑かがやき 文化はぐくむ ～  

自然・文化
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３　

懇
談
会

①
地
域
別
懇
談
会

　
【
開
催
箇
所
】　

市
内
10
か
所　

　
【
開
催
】　

平
成
18
年
８
月
17
日
〜
10
月
12
日

　
【
参
加
者
数
】　

７
２
４
人

②
分
野
別
懇
談
会

　
【
開
催
分
野
】　
「
福
祉
・
健
康｣

「
暮
ら
し
・
環
境
」

　
　
「
教
育
・
文
化
」「
都
市
・
交
通
・
土
地
利
用
」

　
　
「
産
業
・
経
済
」の
５
分
野

　
【
開
催
】　

平
成
18
年
11
月
８
日
〜
11
月
24
日

　
【
参
加
者
数
】　

２
１
０
人

③
市
民
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　
【
開
催
箇
所
】　

市
内
５
か
所

　
【
開
催
】　

平
成
19
年
６
月
27
日
〜
７
月
６
日

　
【
参
加
者
数
】　

４
８
０
人

４　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

　
【
対
象
者
】

　
　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
男
女
４
５
０
０
人

　
【
実
施
期
間
】　

平
成
18
年
10
月
13
日
〜
10
月
23
日

　
【
回
収
数
】　

１
９
５
６
通

　
【
回
収
率
】　

44
・
２
％

５　

意
見
・
提
言
募
集

①
総
合
計
画
策
定
に
対
す
る
提
言
募
集

　
【
募
集
期
間
】　

平
成
18
年
８
月
１
日
〜
10
月
12
日

　
【
応
募
件
数
】　

８
件

②
中
間
答
申
案
の
公
表
、
意
見
募
集

　
【
募
集
期
間
】　

平
成
19
年
５
月
１
日
〜
７
月
10
日

　
【
応
募
件
数
】　

27
件

①資源循環型社会の構築
　・生産・流通・消費・廃棄の各段階で廃棄物を限りなくゼロに近づける
　　資源循環型社会の構築
　・上田地域広域連合との連携による、資源を循環し廃棄物を適正に処理できる体制づくり
　・ごみの減量化や再利用、家庭や事業所単位での環境負荷軽減への取組を促進
②安全・安心で快適な生活環境の実現
　・住民と行政の協働による高度な防災体制の整備、災害に強いまちづくり
　・子どもからお年寄りまで誰もが住みよいまちを目指した防犯活動や交通安全運動の充実
　・快適な居住空間の実現に向けた、上下水道の整備、良好な都市公園・地域景観の形成
③円滑な交流促進を図る交通体系の実現
　・広域的な幹線道路や都市環状道路などの整備
　・安全で人や自然にやさしい道路整備
　・住民ニーズを反映したバス路線体系等の再編と公共交通機関の利用促進

～ 生活快適 住んでてよかった ～

生活環境

①病気予防への取組と医療提供体制の確立
　・あらゆる年齢層に応じた病気予防体制を整備
　・医療従事者の安定的な確保など、地域医療の確保に向けた取組の推進
　・周産期医療のあり方の検討を進め、「安全で安心してお産ができる」環境を整備
②安心して子育てができる環境整備
　・仕事と子育てを両立し、安心して子どもを産み育てることができるような環境の整備
　・子育て支援要望の多様化に対応した子育て支援センターや放課後児童クラブ等の充実
③高齢者や障害者が生き生きとした生活を送れる体制づくり
　・高齢者が住み慣れた地域で安全・安心に暮らせるための環境整備
　・障害を持つ人などの就業の機会やコミュニティ活動へ参加する機会の創出
④人権の尊重と男女共同参画の推進
　・人権教育及び人権啓発活動を積極的に展開
　・女性と男性が互いに人権を尊重し、能力を発揮できる機会を確保する男女共同参画の推進

～ 支え合い 健やかに 女男（ひとひと）いきいき ～

健康・福祉

①「生きる力」をはぐくむ教育と地域ぐるみでの子ども育成
　・家庭・地域・学校の連携で、社会変化への適応力など子どもたちの「生きる力」を育成
　・地域ぐるみで子どもたちを育成する環境を整備
②小・中学校の教育環境の整備
　・施設整備など小・中学校の教育環境を整備
　・各学校が創意工夫をし、特色ある教育を実践しながら、子どもたちが自発的に学ぶ意欲を育成
③生涯学習の促進とスポーツ活動拠点づくり
　・公民館、学校その他の教育機関や地域活動団体など多様な主体が連携・交流する体制を構築
　・大学などの高等教育機関との連携を深めることで、質の高い生涯学習プログラムを提供
　・施設の充実や参加機会の拡大により、スポーツ活動の拠点づくりを推進

～ 学び 育ち 人かがやく ～ 

教育

特集　総合計画
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地域まちづくり方針
この「地域まちづくり方針」は、上田市総合計画の一部として、自然や
文化などそれぞれの地域の特色や個性を生かしながら、市民と行政が
連携して住みよい地域づくりを進めるための方向を示すものです。

■丸子地域

①軽快な交通ネットワークの整備
②健康×観光×自然＝交流人口の拡
大

③新たな産業ブランドの創出
④生涯学習活動拠点の充実と新図書
館の整備

⑤可能性を秘めた雇用・居住・福祉
の拠点整備

⑥未来型産業の振興と起業マインド
の育成

⑦自然環境の保全と人々が共生でき
る地域づくり

■神科・豊殿地域

①地域の交通ネットワークの整備促
進
②地域の公共交通と、将来に向けた
地域循環バス等新たな地域内交通
の充実
③地域に根ざした医療・福祉の充実
と地域内ボランティア活動の充実
④神川河川流域の保全整備
⑤地域の子どもの安全と育成活動の
充実
⑥地域の農業振興と地域内の財産・
資源の活用
⑦地域づくりの拠点としての自治セ
ンターの大規模改修　

■中央地域
　（東部､南部､中央､北部、神川地区） 
①新市の核となる都市機能の充実と
中心市街地の活性化
②歴史的な資源を保全・活用したま
ちづくり
③市民や来訪者が安心して行き交う
まちづくり
④自然環境の保全と共生によるまち
づくり
⑤保健福祉活動拠点の整備と人的資
源の活用
⑥地域コミュニティを中心とした協
働による地域を誇れるまちづくり
⑦産学官連携支援施設や伝統工芸など
地域の特性を生かした産業の振興

■真田地域
①創意と工夫の地域づくりの推進
②地域情報化の推進
③魅力ある農業の推進
④特色ある観光の振興
⑤地域の活性化に向けた交通ネット
ワークの整備

⑥安心して暮らせる地域づくり
⑦地域に根ざした生涯学習と生涯ス
ポーツの促進

■塩田地域
①地域コミュニティ施設の整備
②地域特性を生かした観光の推進
③緑農ゾーンの整備促進
④大学・研究施設と地域社会の交流
の促進
⑤計画的な土地利用の推進
⑥健康で明るい生活を営むまちづく
り
⑦安心・安全で快適な生活環境の実
現

■西部地域（西部、塩尻地区）
①歴史的遺産の積極的な活用による
地域の振興
②地域が誇れる自然環境の保全と有
効活用
③地域防犯力による安全で快適なま
ちづくり
④多様な地域資源を活用し、将来を
担う子どもたちを地域ぐるみで育
てるまちづくり
⑤世代間交流が活発に行われ、コミュ
ニティの確立を目指すまちづくり
⑥地域が一体となり高齢者や障害者
を支え、誰もが安心して暮らせる
まちづくり
⑦地域の特色を生かした産業の振興

■武石地域

①住みよい地域づくりの推進と地域
情報化の展開

②地域をつなぐ道路交通網の整備
③魅力ある農林業の創出と商工業の
振興

④都市・農村交流と広域的な観光の
展開

⑤地域に根ざした医療・保健・福祉・
介護の充実

⑥地域の特性を生かした教育の推進
とスポーツの振興

⑦明日を担う子どもたちの教育施設、
子育て支援施設の整備

■川西地域

①地域自治センターの早期建設
②自然保護活動の推進
③住む人にやさしく快適な環境づく
り
④農業を主体とした産業の振興
⑤地域ぐるみでの子育て支援の推進
⑥交流・体験を中心に据えた地域興
しの展開
⑦災害に強いまちづくりの推進

■城南地域（城下、川辺・泉田地区） 

①まちづくり活動拠点の整備
②「上田　道と川の駅」を活用した地
域振興と地域防災拠点づくり
③人や自然にやさしい交通機能の整
備
④地域医療体制と保健福祉施設の整
備
⑤地域で子どもを育てるまちづくり
⑥自然との共生を目指す里山の再生
と農地の保全
⑦歴史的・地域的資源の保全と活用
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国
土
利
用
計
画（
第
一
次
上
田
市
計
画
）の
概
要

1   基本理念

　国土利用計画法の基本理念を踏まえ、自然との共生を念頭に置き、各地域の個性を尊重しつつ、
それらが有機的に結びつきながら連携を強化することにより、一体的な都市の魅力を高め、人にや
さしく市内どこでも暮らしやすい都市を構築することを目指します。
　また、この基本理念を踏まえ、総合計画の土地利用構想で示した三つの基本方向に沿った土地利
用を推進します。

2   地域類型別の市土の基本方向
　市域を３つの地域類型に区分しました。

■森林地域
森林が有する多面的な機能の保全や、自然との触れ合いの場としての利活用を図
ります。

■農村地域
農地の保全を図るとともに、無秩序な宅地化を抑制し良好な田園環境の形成を目
指します。

■都市地域
既存の資源を活用しながら市街地の活性化を図るとともに、宅地や農地などが混
在する地域での環境と調和した土地利用の誘導を図ります。

3   地域整備施策の推進

　地域の振興を基本として市土の均衡ある発展を図るため、地域整備ゾーンを設定し、地域の実情
に応じた総合的な地域整備を推進します。

■都市機能集積ゾーン
上田地域の中心市街地では、各種都市
機能の集積により東信地域の中心都市
としての求心力を高め、魅力ある市街
地の形成を目指します。
■地域複合機能ゾーン
丸子・真田・武石・塩田地域の地域自
治センター周辺では、産業集積や歴史
資源など、各地域の特色を生かした土
地の有効活用を推進します。
■自然・歴史・観光ゾーン
別所温泉と塩田平周辺、及び鹿教湯温
泉郷周辺では、自然や景観に配慮した
計画的な土地利用に努め、風格ある歴
史・観光の拠点地域としての土地利用
を推進します。

土地利用構想図

※地域類型、ゾーンは区域を明示するものではなく、
土地利用のイメージとして示すものです。　 政策企画課　TEL23・5112

■自然公園・リゾートゾーン
菅平と美ヶ原の２つの高原では、雄
大な自然環境の保全を図る一方で、
農業や観光面でも必要な基盤整備を
行い、訪れる人々に満足していただ
ける土地利用を推進します。

特集　総合計画
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情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

Information Pick Up
　

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
支
援
に
よ
り
、
上
田
で

数
多
く
撮
影
さ
れ
て
い
る
音
楽
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
紹
介
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
映
画
館
で

の
ラ
イ
ブ
演
奏
と
を
楽
し
め
る

「
Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
Ａ
Ｍ（
フ
ァ
ム
フ
ァ

ム
）」。

　

映
像
と
音
楽
と
い
う
切
り
口
か

ら
、
上
田
の
再
発
見
や
撮
影
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
で
新
し
い
試
み
で
す
。

気
持
ち
い
い
時
間
を
共
有
。
プ
ロ
モ
で
、
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
ろ
う
！

Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
Ａ
Ｍ（
フ
ァ
ム
フ
ァ
ム
）

２
０
０
７

塩田公民館 秋の観劇ツアー参加者募集
TOKYO演劇制作体　V-NET

和方五郎ふるさと公演
　上田市塩田出身で、現在演劇の世界でがんばっている和

わ

方
かた

五
ご

郎
ろう

さんが所属する劇
団の公演が地元で実現。和方さんの夢を共有し豊かな時間を過ごしましょう。

タイトル◎「むかしむかしあるところに～うえだ編～」
日時◎11月21日㈬午後７時（開場６時30分）
場所◎信州国際音楽村ホールこだま（上田市生田）
参加費◎一般／1,800円、中・高校生／500円（チケット代、バス代込み）
　　　　・中学生は保護者名で申し込みください
募集◎20名（定員になり次第締め切り）
送迎バス◎上田市役所（17：20）→上田駅温泉口（17：30）→塩田公民館（18：00）
　　　　　→生島足島神社（18：10）→信州国際音楽村
※事前申し込み、事前支払いが必要です（チケットのみは一般1,500円です）。
　塩田公民館内　TEL38・6883　FAX38・7013　E-mail : siodak@city.ueda.nagano.jp

日
時
◎
11
月
17
日
㈯

　
　
　

開
場
／
午
後
５
時

　
　
　

開
演
／
５
時
30
分

場
所
◎
上
田
映
劇（
中
央
２

－

12

－

30
）

内
容
◎

〔
第
一
部
〕上
田
で
撮
影
さ
れ
た
音
楽

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
上
映

〔
第
二
部
〕ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

　

ラ
イ
ブ
演
奏

　

出
演
者
／bonobos

、
箱（
次
松
大

　

助 - T
H
E M

ICET
EET

H

）、

　

お
お
は
た
雄
一

チ
ケ
ッ
ト
販
売
◎

・
入
場
券　

前
売
り
／
３
０
０
０
円

　
　
　
　

当
日
／
３
５
０
０
円

・
販
売
窓
口　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、ロ
ー

ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
上
田
映
劇
ほ
か

　

Ｆ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
Ａ
Ｍ
実
行
委
員
会
事

　

務
局（
上
田
映
劇
内
）

　
　

TEL
22
・
０
２
６
９

箱（次松大助 - THE MICETEETH）

bonobos（ボノボ） おおはた雄一

ホームページURL
http://www.ueda-cb.gr.jp/fumfam.html
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自
慢
の
味
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
！

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー
新
そ
ば
ま
つ
り

　

武
石
産
の
新
そ
ば
を
地
元
の
そ
ば
打
ち
名
人
が
心
を
こ
め
て
打
ち
ま

す
。
も
り
そ
ば
、
か
け
そ
ば
を
各
５
０
０
円
で
ご
提
供
! !
毎
年
好
評
の

新
米
つ
き
た
て
の
お
餅
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
◎
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
◎
武
石
観
光
セ
ン
タ
ー

　

武
石
観
光
セ
ン
タ
ー　

TEL
86
・
２
０
０
３

信州を代表するお漬物

野沢菜収穫即売会
　遊休農地解消対策の一環で栽培する野
沢菜の摘み取り。１束約４kg、200円。
包丁持参。豚汁の無料サービスあります。
どなたでもお出掛けください。
日時◎11月18日㈰午前10時～（小雨決行

で、なくなり次第終了。雨天中止
の場合は翌週25日㈰に開催）

場所◎武石上本入収穫体験農園（福寿草
　　　群生地より少し先、県道左側の畑）
　 産業観光課　TEL85・2828

今年も新そばの季節になりました

第10回室賀温泉ふれあい新そば祭り
　

地
元
室
賀
で
と
れ
た
そ
ば
粉
を

１
０
０
％
使
っ
た
新
そ
ば
を「
そ

ば
処
さ
さ
ら
亭
」に
て
提
供
し
ま

す
。
旬
の
味
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

　

な
お
当
日
は「
室
賀
の
里
豊
年

太
鼓
」の
演
奏
を
は
じ
め
各
種
イ

ベ
ン
ト
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

日
時
◎
11
月
10
日
㈯

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
◎
室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　

農
政
課

　
　

TEL
23
・
５
１
２
２

　
　
Ｊ
Ａ
信
州
う
え
だ
室
賀
支
店

　
　

TEL
31
・
２
０
０
９
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Information A La Carte

お
知
ら
せ

A La CarteInformation

11
月
は「
全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
」で
す

　

未
来
を
担
う
青
少
年
が
、
心
豊
か
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
す
べ
て

の
大
人
た
ち
の
願
い
で
あ
り
責
任
で
す
。

大
人
の
う
し
ろ
姿
を
み
て
育
つ
子
ど
も
た

ち
に
、「
い
い
生
き
方
」を
し
て
い
る
大
人

の
姿
を
示
し
ま
し
ょ
う
。

　

基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
わ
き
ま
え
て
い

る
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く

れ
る
、
大
切
な
こ
と
は
何
か
を
気
付
か
せ

て
く
れ
る
、
子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
は
ほ

め
悪
い
と
こ
ろ
は
叱
る
こ
と
が
で
き
る
、

子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
、
子

ど
も
と
一
緒
に
悩
ん
で
く
れ
る
、
子
ど
も

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
月
間
を
機
に
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
つ
い
て
、
大
人
が
家
庭
や
学
校
、
地

域
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
実
践
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

11
月
11
日
〜
24
日
は

「
家
族
の
週
間
」で
す

　

家
族
や
地
域
の
大
切
さ
を
国
民
全
体
で

再
認
識
す
る
た
め
、
国
で
は
、
11
月
に
家

族
週
間
を
設
け
、
18
日（
第
３
日
曜
日
）を

家
族
の
日
と
定
め
て
、「
家
族
・
地
域
の
絆

を
再
生
す
る
国
民
運
動
」を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
家
族
で
お
互
い
に
感
謝

の
思
い
を
伝
え
合
っ
た
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
絆
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　

11
月
６
日
〜
12
日
は

「
年
金
週
間
」で
す

　
「
明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
・
・
・
年

金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
」。

　

相
談
に
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証

書
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

代
理
の
方
が
行
か
れ
る
場
合
は
、
委
任
状

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

小
諸
社
会
保
険
事
務
所
の
相
談
受
付
時
間

◇
年
金
相
談
時
間
の
延
長　

毎
週
月
曜
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
日
の
火
曜
日
）の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
注
意　

平
成
20
年
１
月
４
日
と
３
月
31

日
は
通
常
ど
お
り
午
後
５
時
15
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。

◇
休
日
の
年
金
相
談　

毎
月
第
２
土
曜
日

の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

な
お
、
以
下
の
と
お
り
通
常
の
年
金
相

談（
月
〜
金
曜
日
の
祝
日
・
年
末
年
始

除
く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
諸
社
会
保
険
事
務
所

　
　

TEL
０
２
６
７
・
22
・
１
０
８
０

　
　

年
金
相
談
専
用
電
話

　
　

TEL
０
２
６
７
・
24
・
４
１
６
５

市
税
等
の
収
納
特
別
対
策
を

実
施
し
ま
す

　

11
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
収
納
特
別

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
住
宅
新
築

今
月
の
表
紙

第 29回武石体育祭

　10月14日、「心が通い合う、健康で

豊かな地域づくり」をスローガンに、

第29回武石体育祭が武石総合グラウ

ンドで開催されました。年に一度、武

石地域の13分館が集まり、保育園児

からお年寄りまで地域住民が一堂に

会すこの体育祭。当日はあいにくの

曇り空でしたが、綱引きにムカデ競

争、リレーなどの分館対抗競技や保

育園児のリズム体操、小学生やPTA、

保存会による武石音頭の披露などが

行われ、会場は大きな声援と歓声が

響きわたっていました。

上田市都市計画 用途地域の変更及び
地区計画の決定案の縦覧について

お知らせ

　天神三丁目（JT上田工場跡地及び周辺地域）において、
中心市街地のにぎわいと上田市の活力を高めることを目
的に、用途地域の変更と地区計画の決定を予定していま
す。
　つきましては、次のとおり都市計画の案を縦覧し、案
に対する意見書を受け付けます。
●縦覧期間・意見書受付期間　11月５日㈪～19日㈪
　午前８時30分～午後５時30分（土・日曜日を除く）
●縦覧場所　上田市役所都市計画課（本庁舎４階）、丸
子地域自治センター建設課（２階）、真田地域自治セン
ター建設課（１階）、武石地域自治センター建設課（１
階）

●意見書提出先　市役所都市計画課へ直接提出してくだ
さい。記入用紙は縦覧場所で受け取るか、上田市ホー
ムページからダウンロードしてください。

　　上田市ホームページ（都市計画課のページ）でも案の
概要をご覧いただけます。意見書の要旨は、後日開催
する予定の都市計画審議会に提出します。
　 都市計画課　TEL22･4100（内線1525）
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

資
金
等
貸
付
金
・
住
宅
使
用
料
・
介
護
保

険
料
・
保
育
料
・
上
下
水
道
使
用
料
・
下

水
道
受
益
者
負
担
金（
分
担
金
）を
対
象

に
、
納
付
を
忘
れ
て
い
る
人
や
納
付
が
遅

れ
て
い
る
人
な
ど
に
は
、
文
書
や
電
話
に

よ
る
催
告
ま
た
は
ご
自
宅
に
訪
問
す
る
な

ど
、
納
付
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
納
め
ら
れ
る
の
に
納
め
な
い
と

い
っ
た
誠
意
の
な
い
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
差
押
え
や
給
水
停
止
の
執
行
な
ど
の

強
制
処
分
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金
は
、
福
祉

や
教
育
、
商
工
観
光
な
ど
、
市
の
重
要
な

施
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
内
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、
収
納

管
理
課
ま
た
は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
収

納
担
当
者
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

11
月
30
日
㈮
が
納
期
限
の
税
金
は
、
国

民
健
康
保
険
税
第
５
期
で
す
。

　

収
納
管
理
課　

TEL
23
・
５
１
１
７

　
　

税
務
課　
　
　

TEL
42
・
１
０
２
８

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
85
・
２
８
２
７

灯
油
な
ど
の
漏
え
い
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

寒
さ
も
増
し
、
各
ご
家
庭
や
事
業
所
に

お
い
て
も
、
灯
油
や
重
油
の
消
費
量
が
増

え
る
時
期
で
す
。

　

毎
年
こ
の
季
節
は
灯
油
な
ど
の
漏
え
い

事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
原
因
と
し

て
は
、
人
的
要
因
と
物
的
要
因
が
あ
り
ま

す
が
、
半
数
以
上
が
人
的
要
因
に
起
因
し

て
い
ま
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
て
漏
え
い
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分
け
す

る
と
き
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な

い
で
く
だ
さ
い（
写
真
参
照
）。

②
給
油
後
は
、
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど
の

閉
鎖
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
配
管
に
ひ
び
割
れ
や
さ
び
が
な
い
か
点

検
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
ゴ
ム
配
管
は

紫
外
線
や
経
年
劣
化
に
よ
り
屈
曲
部
が

ひ
び
割
れ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
鋼
管
や
被
覆
し
た
銅
配

管
へ
の
取
り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

④
屋
根
か
ら
雪
や
氷
が
落
下
し
て
、
配
管

が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
保
護
対
策
を
講
じ
て
く
だ

さ
い
。

※
灯
油
な
ど
の
漏
え
い
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
被
害
状
況
に
よ
っ
て
は
原
因
者

負
担
で
高
額
の
補
償
料
が
請
求
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

例
下
水
処
理
場
に
灯
油
な
ど
が
流
入
／
約

１
２
０
万
円
の
経
費
、
浄
水
場
に
灯
油

な
ど
が
流
入
／
約
１
１
０
万
円
の
経

費
、
消
防
機
関
が
使
用
し
た
油
吸
着

マ
ッ
ト
な
ど
／
約
80
万
円
の
経
費
、
こ

の
他
養
魚
場
や
水
田
な
ど
に
灯
油
な
ど

が
流
入
し
た
場
合
は
、
そ
の
補
償
を
要

求
さ
れ
ま
す
。

　
　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部　

　
　

予
防
課　
　
　
　

TEL
26
・
０
０
２
９

　
　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

　
　
　

上
水
道
課　
　

TEL
23
・
５
４
３
４

　
　
　

下
水
道
課　
　

TEL
23
・
５
１
２
８

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　

建
設
環
境
課　

TEL
85
・
２
７
９
３

キッズコーナーに
新ソフトが入りました
　子ども達に大人気のキッズコーナーの
ソフトが150作品に増えました。みんな
遊びに来てね。

パソコンで年賀状を作ろう
　パソコンを使って、初心者でも年賀状
が簡単に作れる講座です。
　日時◆11月22日㈭・24日㈯
　　　　13:30 ～ 16:00※どちらか１日
　対象◆パソコン初心者 
　料金◆2,000円
　　　　（年賀状作成ソフト代込み）
　定員◆各16名（要事前申し込み）

メディアランドUEDAビデオ上映会
　日時◆毎週日曜日と祝日　13：30 ～
　内容◆11月は、かわいいロボットた
　　　　ちのお話「リトルロボット」を
　　　　上映します。
　定員◆200名　　料金◆無料

マルチメディア
情報センター
TEL39･1000
URL http：//www.umic.jp/

エコ･ハウス
TEL23･5144
布ぞうり作り
　日時◆11月20日㈫・26日㈪の
　　　　２回コース 10：00 ～ 15：00
　持ち物◆ゆかたなど木綿の布、ものさ

し（30㎝）、はさみ、弁当
　参加費◆130円　　定員◆10名

着物からベスト作り
　日時◆11月15日㈭、22日㈭の
　　　　２回コース 10：00 ～ 15：00
　持ち物◆手持ちの着物、裁縫道具、弁当
　参加費◆200円　　定員◆10名

銀粘土でアクセサリー作り
　使用済の写真現像液や定着液等からの
リサイクル銀粘土でストラップを作りま
す。
　日時◆11月20日㈫10：00 ～ 15：00
　持ち物◆磨き作業用にぼろ布、弁当
　参加費◆600円　　定員◆10名

刃物研ぎ（無料）
　日時◆毎週水曜日13：00 ～ 15：00
　お一人１回１本限り（１日10本で終了）

����
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平
成
19
年
全
国
物
価
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

抽
出
さ
れ
た
市
内
の
小
売
店
舗
、
飲
食

店
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
事
業
所
な
ど
を

対
象
と
す
る
全
国
物
価
統
計
調
査
が
、
11

月
21
日
を
基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
11

月
中
旬
か
ら「
調
査
員
証
」を
携
帯
し
た
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
、
調
査
対
象
と

な
っ
た
事
業
所
な
ど
へ
お
訪
ね
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
対
象
事
業
所
な
ど
に
は
、

市
役
所
か
ら
11
月
上
旬
に
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

情
報
推
進
課
情
報
統
計
係

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
０
０
９
）

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

　

業
務
上
や
通
勤
途
上
で
の
負
傷
な
ど
に

補
償
を
行
う
労
災
保
険（
全
て
の
労
働
者

に
適
用
）、
ま
た
失
業
の
不
安
を
解
消
す

る
雇
用
保
険（
週
20
時
間
以
上
の
労
働
時

間
・
1
年
以
上
雇
用
継
続
の
見
込
み
が
あ

る
労
働
者
が
加
入
）は
、
事
業
主
に
加
入

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

　
　

TEL
23
・
８
６
０
９

上
田
市
立
博
物
館

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

特
別
展
終
了
後
の
展
示
替
え
の
た
め
、

11
月
12
日
㈪
は
臨
時
休
館
日
に
な
り
ま

す
。

　

な
お
、
上
田
城
櫓
と
山
本
鼎
記
念
館
は

通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お

掛
け
い
た
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

上
田
市
立
博
物
館

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

森
林
の
立
木
の
伐
採
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す
！

　

立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、事
前
に「
伐

採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」を
提

出
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
森
林
の
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
が
市
町
村
森
林
整
備

計
画
に
従
っ
て
適
切
に
行
わ
れ
、
健
全
で

豊
か
な
森
林
を
作
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

届
出
義
務
者
は
、
森
林
所
有
者（
自
分

で
伐
採
す
る
場
合
、
ま
た
は
請
負
に
よ
る

伐
採
の
場
合
）な
ど
、
伐
採
の
権
限
を
持

つ
方（
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者
か

ら
山
林
の
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採
す
る

時
は
買
い
受
け
た
方
）で
す
。

　

な
お
、
伐
採
す
る
方
と
伐
採
後
に
造
林

す
る
方
が
異
な
る
場
合
は
、
伐
採
す
る
方

が
届
け
出
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
造
林
す
る

方
と
話
し
合
い
、
造
林
の
計
画
を
決
め
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

届
け
出
は
、
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る
市

町
村
長
に
、
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30

日
前
ま
で
に
行
い
ま
す
。
届
け
出
を
し
な

い
と
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま

す（
森
林
法
第
２
０
７
条
）。

　

詳
細
は
、
市
役
所
森
林
整
備
課
及
び
各

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観
光
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

催
し

A La CarteInformation

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊

第
２
回
定
期
演
奏
会

　

上
田
市
消
防
団
音
楽
隊（FIRE W

IN
GS 

O
RCH
ESTRA

）が
、
昨
年
４
月
に
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
「
音
楽
を
通
し
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
防
火
・
防
災
啓
蒙
活
動
」を
基
本
理
念

と
し
、
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
日
々
演

奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
一
緒
に「
音
」を「
楽
」し
み
ま
し
ょ

う
！

●
日
時　

11
月
25
日
㈰
午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル（
入

場
無
料
）

●
曲
目　

風
林
火
山（
メ
イ
ン
テ
ー
マ
）、

パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
ほ

お知らせ　前ページの続き

平成20年上田市成人式の開催について

お知らせ

●日時　平成20年１月13日㈰（成人の日の前日）
●対象　昭和62年４月２日～昭和63年４月１日までに生まれた方
●会場と時間

地区 出身中学校 会　　場 時　　間

上田地域

一中･二中･三中 上田文化会館
受付
午後１時～
開式
午後１時30分～

四中･六中 上田創造館

五中 上野が丘公民館

塩田中 JAモルティしおだ

丸子地域 丸子中･丸子北中 丸子文化会館 受付
午前10時30分～
開式
午前11時～

真田地域 真田中･菅平中 真田文化会館

武石地域 依田窪南部中 武石公民館

●その他　上田市に住民登録のある方には、11月末までに案内状を発
送します。市外に住民登録されている方は、お問い合わせ
ください。

　上田地域　生涯学習課青少年係　　　　　　　　TEL23･6370
　　丸子地域　丸子地域教育事務所社会教育課　　　TEL42･3147
　　真田地域　真田地域教育事務所生涯学習担当係　TEL72･2655
　　武石地域　武石地域教育事務所学校教育係　　　TEL85･2030
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

か
●
主
催　

上
田
市
消
防
団

　

消
防
団
事
務
局　

TEL
26
・
０
１
１
９

子
育
て
応
援
講
演
会

●
日
時　

11
月
14
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時（
受
付
午
後
１
時
）

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

●
内
容　
「
子
ど
も
に
学
ぶ　

親
の
あ
り

方
社
会
の
あ
り
方
」と
題
し
、
３
人
の

子
ど
も
の
母
と
し
て
、
ま
た
、
産
婦
人

科
医
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
渡
邉
智

子
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
子
育

て
や
親
と
し
て
の
あ
り
方
を
一
緒
に
学

び
ま
し
ょ
う
。

●
対
象　

上
田
市
在
住
で
子
育
て
中
の
ご

家
族
、
子
育
て
支
援
関
係
者

●
定
員　

１
５
０
名（
申
し
込
み
不
要
）

●
参
加
費　

無
料

●
託
児　

概
ね
６
か
月
か
ら
３
歳
で
先
着

20
名
。
11
月
９
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

第
４
回
松
尾
町
商
店
街

真
田
坂
職
人
フ
ェ
ア
ー

　

専
門
店
の
力
を
生
か
し
た「
真
田
坂
職

人
フ
ェ
ア
ー
」に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

11
月
15
日
㈭
〜
17
日
㈯

●
場
所　

松
尾
町
各
店
舗
、
松
尾
町
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
真
田
坂
キ
ネ
マ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
幻
灯
舎

◇
特
別
企
画　
「
真
田
坂
・
目
利
き
検
定
」

／
期
間
中
、
松
尾
町
商
店
街
の
至
る
所

に
あ
る「
ど
れ
が
い
い
も
の
？
ど
こ
が

い
い
も
の
？
ク
イ
ズ
」を
ご
覧
い
た
だ

き
、
正
解
多
数
の
方
に「
真
田
坂
公
認
・

目
利
き
検
定
合
格
証
」と
副
賞
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
「
カ
メ
ラ
教
室
」

／
松
尾
カ
メ
ラ（
TEL
22
・
２
０
２
９
）、「
市

販
薬
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
／
山

極
薬
局（
TEL
22
・
０
１
８
５
）、「
干
支
・

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
」「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
」
／
グ

リ
ー
ン
・
オ
ー
ク（
TEL
22
・
６
７
７
３
）、

「
折
り
紙
教
室
」
／
志
摩
文
具
店（
TEL

22
・
１
４
９
５
）、「
英
国
風
ア
フ
タ
ー

ヌ
ー
ン
・
テ
ィ
ー
・
サ
ロ
ン
」
／
カ
フ
ェ
・

ミ
ン
ト（
TEL
21
・
７
２
８
０
）、「
Ｗ
ｅ
ｂ

メ
ー
ル
の
活
用
法
」
／
ラ
ッ
キ
ー
洋
装

店（
TEL
22
・
０
７
６
６
）

◇
協
力
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
「
服
部
み

ど
り
先
生
指
導
・
粘
土
教
室
」（
TEL
21
・

７
２
８
０
）、「
石
川
雅
一
先
生
指
導
・
そ

ば
打
ち
体
験
講
座
」（
TEL
21
・
７
２
８
０
）

◇
御
振
る
舞
い　
「
手
打
ち
そ
ば
」「
嬬
恋

産
ジ
ャ
ガ
バ
タ
」

◇
テ
ン
ト　
「
焼
鳥
屋
さ
〜
ん
」

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

各

店
舗（
記
載
の
電
話
番
号
）ま
た
は
幻

灯
舎
ま
で（
市
外
局
番
は
い
ず
れ
も

０
２
６
８
）。

　

幻
灯
舎　

TEL
21
・
７
２
８
０

と
も
し
び
博
物
館

「
版
画
展
」の
開
催

●
期
間　

11
月
３
日
㈯
〜
18
日
㈰

●
場
所　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

●
内
容　

江
戸
か
ら
明
治
ま
で
の
灯
火

器
具
を
題
材
と
し
た
版
画
を
展
示
し
ま

す
。

　
　

と
も
し
火
が
人
々
の
生
活
の
中
に
ど

う
生
き
続
け
た
か
、
版
画
を
通
し
て
往

時
の
多
色
刷
り
版
画
の
実
相
を
ご
観
賞

く
だ
さ
い
。

●
入
館
料　

一
般
／
４
０
０
円
、
小
中
学

生
／
２
０
０
円

　

武
石
と
も
し
び
博
物
館

　
　

TEL
85
・
２
４
７
４

上田情報ライブラリー
TEL29･0210
各講座の申し込みはお電話で。

生活便利講座・e-Taxで還付申告
　自宅からインターネットで、所得税の
還付申告（医療費控除、住宅ローン控除）
ができるよう、パソコン操作を学びます。
　日時◆11月16日㈮14：00 ～ 15：30
　講師◆管野忠勝氏（上田税務署職員）
　定員◆30名　　受講料◆無料

上田地域若者の自立支援情報ネット
ワーク公開講座
　日時◆11月18日㈰13：30 ～
　内容◆ニートが社会に乗れなくなる悪

循環の予防とニートが社会に乗
れる良い循環を作る・守る・支
える

　講師◆杉山崇氏（山梨英和大学准教授）
　受講料◆無料
　申込締切◆11月16日㈮

仕事の基本セミナー
ビジネスコース第３回
　日時◆11月19日㈪18：30 ～ 20：00
　内容◆利益を稼ぎ出すために、会社や

自分は何ができるのか、改善を
計画する

　講師◆末広繁和氏（中小企業診断士）
　対象◆中小規模事業所、個人事業者、

起業者、従業員、個人
　資料代◆500円

米津福祐の秋の絵手紙教室
①11月22日㈭／祭りを描いてみよう、
②同月26日㈪／フルーツ・野菜を描いて
みよう、③同月29日㈭／来年の干支を
描いてみよう、時間はいずれも10：00 ～
12：00
　定員◆各20名
　参加費◆3,000円（一括初回時に納入）
　申込受付◆11月10日より（先着順）

第4回ことばと遊ぶおはなしの会
　日時◆11月23日㈮午前10：30 ～正午
　出演◆表現を楽しむ会メンバー
　内容◆わらべ歌遊び・読み聞かせなど
　定員◆30名（先着順、料金無料）

ネット＆カフェ inライブラリー
　インターネットで情報収集。演習問題
による実習形式の講座です（休憩時間に
は喫茶“つつじ”でティータイム）。
　日時◆11月26日㈪、12月17日㈪、
　　　　平成20年１月21日㈪
　　　　13：30 ～ 16：00
　定員◆15名
　受講料◆１回1,000円（お茶代含む）・
　　　　　テキスト代／ 500円
　申込締切◆各回とも前週、木曜日まで
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Information A La Carte

長
野
県
青
少
年
健
全
育
成

県
民
大
会
に
ご
参
加
を

●
日
時　

11
月
10
日
㈯
午
前
10
時
45
分
〜

午
後
３
時
10
分

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
ホ
ー
ル

●
内
容　

午
前
の
部
／
長
野
県
青
少
年
育

成
県
民
会
議
会
長
表
彰
、
平
成
19
年
度

「
少
年
の
主
張
長
野
県
大
会
」県
知
事
賞

受
賞
作
品
の
発
表
、
午
後
の
部（
１
時

〜
）／
講
演「
若
者
は
金
の
卵
だ
か
ら
」

（
講
師
／
丸
山
産
婦
人
科
医
院
代
表
医
・

渡
邉
智
子
氏
）と
題
し
て
、
最
近
の
青

少
年
の
性
に
関
す
る
講
演
。

●
参
加
費　

無
料

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　
「
ひ
ま
わ
り
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
」の
皆

さ
ん
に
よ
る
人
形
劇「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ

ん
」。
お
楽
し
み
に
！

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

青
木
裕
子
さ
ん
の
朗
読
会
Ⅶ

●
出
演　

青
木
裕
子
氏（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
開
演
午
後
６
時
30

分
〜（
開
場
６
時
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
内
容　
「
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
」ス
ピ

ネ
ッ
ト
演
奏
あ
り

●
定
員　

70
名

●
入
場
料　

１
０
０
０
円（
前
日
ま
で
の

電
話
予
約
）、
親
子
ペ
ア
１
４
０
０
円

（
前
日
ま
で
の
電
話
予
約
）、
中
学
生

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
ま
で
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

上
小
地
区
賛
助
会
員
活
動

研
修
会

　

賛
助
会
と
は
、
今
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
社
会
活
動
に
参
加
し
長
寿
社
会
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
い
う
会
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
お
出
掛
け

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
15
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

（
大
ホ
ー
ル
・
展
示
室
）

●
講
演
会　

演
題「
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て

い
る
こ
と
〜
私
話
私
絵
な
ど
か
ら
〜
」、

講
師
／
米
津
福
祐
氏（
二
紀
会
委
員
）

　

午
前
10
時
15
分
〜
11
時
45
分

●
そ
の
他　

展
示（
木
彫
、
俳
画
な
ど
）、

ス
テ
ー
ジ
発
表（
舞
踊
、
民
踊
な
ど
）

●
入
場　

無
料

●
駐
車
場　

旧
上
田
第
一
中
学
校
跡
地

　

上
小
地
方
事
務
所
福
祉
課

　
　

TEL
25
・
７
１
２
２

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

陶
工
房　

千
古
の
滝
窯

　

椀
子
信
楽
焼
・
備
前
焼
作
品
の
展
示
即

売
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
の
う
え

ご
来
館
く
だ
さ
い（
入
館
料
必
要
）。

●
期
間　

11
月
７
日
㈬
〜
19
日
㈪

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
ロ
ビ
ー

●
販
売
作
品　

壷
・
花
器
・
食
器
・
酒
器

な
ど
約
２
０
０
点

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

障
害
者
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
教
室

●
日
時　

11
月
７
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
内
容　

ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
・
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ペ
タ
ン
ク
ほ
か

●
参
加
費　

無
料

※
当
日
は
運
動
の
で
き
る
服
装
で
上
履
き

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー　

TEL
28
・
５
５
２
２

市
内
小
中
学
生
に
土
曜
日
は

無
料
開
放
し
ま
す
！

　

毎
週
土
曜
日
は
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
で

体
を
動
か
そ
う
！

●
期
間　

平
成
20
年
３
月
末
ま
で
の
毎
週

土
曜
日（
営
業
時
間
／
午
前
10
時
〜
午

後
９
時
）

催し　前ページの続き

＜広告欄＞
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

●
対
象　

上
田
市
内
小
中
学
生

※
小
学
４
年
生
以
上
の
方
は
一
人
で
入
館

で
き
ま
す
。
小
学
３
年
生
以
下
の
方
は

保
護
者
同
伴（
保
護
者
は
有
料
）で
入
館

で
き
ま
す
。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　

平
林
三
和
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
と
穴
沢
雄
介

さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ほ
か
に
よ
る
演
奏

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
18
日
㈰
開
場
午
後
１
時
30

分（
開
演
２
時
）

●
場
所　

長
野
大
学（
リ
ブ
ロ
ホ
ー
ル
）

●
入
場　

無
料

●
申
し
込
み　

事
務
局
ま
で
。

●
主
催　

長
野
大
学
後
援
会

　

長
野
大
学
後
援
会
事
務
局

　
　

TEL
39
・
０
０
２
８

名
監
督
が
撮
っ
た
上
田
を

歩
く（
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
）

　

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
協

賛
の
冬
の
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
に
あ
な
た
も
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　

12
月
９
日
㈰

●
参
加
費　

４
５
０
０
円（
バ
ス
代
、
昼

食
代
、
資
料
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
幻
灯
舎
ま
で
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

幻
灯
舎　

TEL
21
・
７
２
８
０

講
座
・
教
室

A La CarteInformation

こ
と
ぶ
き
大
学
公
開
講
座

●
日
時　

11
月
16
日
㈮
午
後
１
時
20
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
演
題　
「
人
生
の
先
輩
と
し
て
の
高
齢

者
の
役
割
」

●
講
師　

福
島
貴
和
氏（
善
光
寺
一
山
玄

証
院
住
職
）

●
受
講
料　

無
料
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加

で
き
ま
す
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

太
郎
山
の
岩
石
と

上
田
の
ま
ち
づ
く
り

　

太
郎
山
や
虚
空
蔵
山
が
上
田
の
ま
ち
づ

く
り
に
果
た
し
た
役
割
を
、「
岩
石
」や
地

形
を
通
し
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

●
日
時　

11
月
18
日
・
25
日
、
12
月
２
日
・

９
日
・
16
日（
全
て
日
曜
日
）の
午
前
９

時
〜
正
午
ご
ろ

●
講
師　

甲
田
三
男
氏（
市
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
）

●
申
込
締
切　

11
月
14
日
㈬

●
参
加
費　

５
０
０
円
と
保
険
料

※
徒
歩
に
よ
る
現
地
研
修
が
中
心
の
学
習

会
で
す
。
集
合
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、

西
部
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

上田市国際交流フェスティバル2007

催し

＜広告欄＞

　地域の国際交
流関係団体と協
力し、地域住民
と外国籍市民と
の交流を図りな
がら、異文化へ
の理解を深める
とともに、より
よい共生を願って、「上田市国際交流フェスティバル
2007」を開催します。各国の美味しい料理や文化を
楽しんでください。ぜひ、お越しください。
●日時　11月25日㈰午前10時～午後４時
●場所　中央公民館
●内容　国際交流関係団体の活動やいろいろな国の

状況を展示で紹介、各国料理の試食、ダン
ス、外国籍児童の意見発表会など。

●参加費　無料
　上田市国際交流協議会事務局
　　（ 秘書課内）　TEL22･3435
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Information A La Carte

催し　前ページの続き

版
画
年
賀
状
教
室

●
期
間　

11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
、
12
月

２
日
㈰

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
内
容　

山
本
鼎
の
考
案
し
た
創
作
版
画

を
気
軽
に
楽
し
む
講
座
で
す
。
木
版
画

と
切
り
取
り
紙
版
に
よ
る
年
賀
状
を
作

り
ま
す
。

●
講
師　

近
藤
恒
昭
先
生

●
対
象
者　

一
般（
初
心
者
含
む
）、
親
子

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
材
料
費　

一
人
１
０
０
０
円（
３
回
分
）

●
申
し
込
み　

11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰
の

二
日
間
に
記
念
館
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

彫
刻
刀
、カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、

は
さ
み
、
年
賀
状
、
筆
記
用
具
、
布
き

ん（
ぼ
ろ
き
れ
）、
古
新
聞
、
昼
食
な
ど
。

●
そ
の
他　

材
料
の
版
木
は
当
館
で
用
意

し
ま
す
。
希
望
者
に
は
彫
刻
刀（
実
費
）

を
斡
旋
し
ま
す
。
切
り
取
り
紙
版
は
彫

刻
刀
を
使
い
ま
せ
ん
。

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

第
２
回
や
す
ら
ぎ
の
会

　

乳
房
手
術
経
験
者
で
つ
く
る
こ
の
会
で

は
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
会
員
が
年
数
回
集
ま
り
、
悩
み
を
話
し

合
い
励
ま
し
合
い
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。
手
術
を
経
験
さ
れ
た
方
は
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
29
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時
30
分
ご
ろ

●
場
所　

上
田
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー（
市

役
所
南
庁
舎
２
階
）

●
内
容　

三
木
千
鶴
子
さ
ん（
管
理
栄
養

士
）に
よ
る
、
お
話
し
・
実
習「
生
活
習

慣
病
予
防
〜
脂
肪
を
抑
え
て
自
分
に

合
っ
た
食
事
量
を
知
ろ
う
〜
」、
血
圧

測
定
・
体
脂
肪
測
定
・
健
康
相
談
・
交

流
会
も
行
い
ま
す
。

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・
実

習
代
５
０
０
円
位

●
申
込
締
切　

11
月
22
日
㈭

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

第
22
回
市
民
公
開
講
座

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
17
日
㈯
午
後
３
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
病
院

●
演
題
／
講
演
者　
「
当
院
形
成
外
科
で

取
り
扱
っ
て
い
る
疾
患
」
／
柳
田
卓
也

形
成
外
科
医
長

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

消
費
生
活
教
室

　

広
告
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
役
に
立
つ

情
報
で
す
が
、
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
そ

の
ま
ま
信
用
し
て
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
悪
質
業

者
は
イ
ン
チ
キ
広
告
を
出
し
、
あ
な
た
を

ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

広
告
の
見
方
を
学
び
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未

然
に
防
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
29
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

小
諸
市
民
会
館
３
階
会
議
室

●
演
題　
「
広
告
表
示
の
上
手
な
見
方
」

●
講
師　

市
川
孝
氏（
㈳
日
本
広
告
審
査

機
構
事
務
局
長
）

●
対
象　

一
般
消
費
者

●
受
講
料　

無
料

　

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
27
・
８
５
１
７

募
集

A La CarteInformation

小
学
生
初
・
中
級
者

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

　

ス
キ
ー
技
術
の
習
得
と
新
し
い
友
達
と

の
交
流
を
目
的
と
し
た
ス
キ
ー
教
室
を
開

講
し
ま
す
。

●
日
時　

平
成
20
年
１
月
５
日
㈯
〜
６
日

㈰
の
１
泊
２
日

●
場
所　

菅
平
高
原
ス
キ
ー
場

●
講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導

者
●
対
象　

市
内
小
学
校
の
５･

６
年
生
、

集
団
生
活
が
で
き
、
一
人
で
も
参
加
で

き
る
児
童
。ス
キ
ー
初
心
者
〜
中
級
者
。

●
定
員　

90
名（
先
着
）

●
参
加
料　

９
０
０
０
円（
交
通
費
、
宿

泊
費
、
リ
フ
ト
代
、
保
険
代
な
ど
）

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
し
、
11
月
12
日
㈪
〜
12
月

３
日
㈪
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
子
さ
ん

の
ス
キ
ー
の
レ
ベ
ル（
初
心
者
、
初
級

＜広告欄＞
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

者
、
中
級
者
）を
ご
確
認
の
う
え
ご
印

鑑
を
お
持
ち
に
な
り
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
申
し
込
み
が
定
員

に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
と
な
り
ま

す
。

●
申
し
込
み
先　

体
育
課
、
丸
子
総
合
体

育
館
、
真
田
・
武
石
各
地
域
教
育
事
務

所
体
育
担
当
係

●
注
意
事
項　

貸
ス
キ
ー
は
体
育
課
で
ま

と
め
て
申
し
込
み
ま
す
。
参
加
費
を
持

参
す
る
と
き
に
身
長
・
靴
の
サ
イ
ズ
を

確
認
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な

お
、
貸
ス
キ
ー
の
料
金
は
、
ス
キ
ー･

靴
の
セ
ッ
ト
で
３
０
０
０
円
で
す（
ス

キ
ー
の
み
・
靴
の
み
の
レ
ン
タ
ル
は
い

た
し
ま
せ
ん
）。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

塩
田
の
郷さ
と

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
者
募
集

　

㈳
上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

主
催
の
記
念
す
べ
き
第
１
回
理
事
長
杯
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
20
日
㈫
受
付
午
前
８
時
30

分
〜
50
分
、閉
会
式
午
後
１
時
30
分（
雨

天
決
行
）

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

（
前
山
２
４
０
０
番
地
１
）

●
競
技
方
法　

36
ホ
ー
ル　

ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
（
パ
ー
１
４
４
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
弁
当
代
、
障

害
保
険
含
む
。
施
設
入
場
料
は
別
途
）

●
申
込
締
切　

11
月
15
日
㈭

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
39
・
４
４
５
５

＜広告欄＞

映画『最後の早慶戦』エキストラ募集のお願い!!

募集

　10月29日 か ら12月
中旬の間、上田市を中
心に、映画「最後の早慶
戦」（監督：神山征二郎
／代表作は、「ハチ公物
語」「草の乱」ほか、出演：
渡辺大、藤田まこと、石坂浩二、柄本明ほか）の撮影が行われています。
それに伴いエキストラを募集します!! 参加者全員にこの映画の記念品を
進呈します。
●撮影日（大規模撮影分）
　11月10日㈯・11日㈰・18日㈰／各1,000名
　同月23日㈮・24日㈯／各400名
※広報うえだ10月16日号で24日・25日と掲載しましたが、役者さんの
都合によりロケが23日㈮・24日㈯に変更になりました。

●撮影場所　上田城跡公園野球場
●役柄／年齢／性別／その他
　①早稲田、慶應の学生／ 10～ 50代／男／坊主頭の方大歓迎。
　②一般客／ 30～ 60代／男・女／女性の方はナチュラルメイクかノー

メイクでいらしてください。
●当日の持ち物･服装（学生役・男子）　黒い革靴（なければ黒の運動靴）、
黒の学生帽をお持ちの方はぜひお持ちください。学ラン（持っていない
方は喪服・黒い上着・黒いズボン）、開襟シャツ（持っていれば）

●集合時間・留意点など
　①当日の集合時間は午前７時45分～８時30分の間に球場に来てくださ

い。終了時間は午後４時前後を予定しております。
　②飲料水などはご持参ください。
　③駐車スペースの確保が困難なため、公共交通機関、自家用車の相乗

りなどをご利用ください。
　④昼食は準備しますが、当日の交通費、出演料は支給できません。
　⑤貴重品は持参しないようにお願いします。
●申し込み・お問い合わせ
　　信州上田フィルムコミッション（ 観光課内）
　　TEL22･4100㈹　FAX23･7355　E-mail:kanko@city.ueda.nagano.jp
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Information A La Carte

う
え
だ
城
下
町
映
画
祭

ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

今
年
公
開
さ
れ
た
ば
か
り
の
上
田
ロ
ケ

映
画｢

た
と
え
世
界
が
終
わ
っ
て
も｣

の
上

映
後
に
、
こ
の
映
画
製
作
に
関
わ
っ
た
ス

タ
ッ
フ
の
案
内
に
よ
る
ロ
ケ
地
ツ
ア
ー
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
10
日
㈯
午
後
２
時
20
分
〜

５
時
10
分（
予
定
）（
作
品
上
映
は
午
前

11
時
50
分
〜
午
後
２
時
７
分
）

●
集
合
・
解
散　

上
田
文
化
会
館

●
内
容　

移
動
は
バ
ス
と
電
車
を
使
用
予

定
。
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
当
日
ま
で

の
お
楽
し
み
で
す
。

●
参
加
費　

参
加
費
は
無
料（
た
だ
し
、

映
画
祭
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
方
が
対

象
）。

●
定
員　

20
名

●
応
募
締
切　

11
月
10
日
㈯（
定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
り
）。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
募
集

　

子
ど
も
た
ち
が
外
で
遊
ぶ
こ
と
が
減
っ

て
い
ま
す
。
運
動
量
が
少
な
い
と
心
も
不

安
定
に
な
り
キ
レ
や
す
く
な
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
親
子
で
楽
し
く
運
動
し
て
体

と
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
10
日
㈯
・
17
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
０
時
20
分

●
会
場　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
内
容　

前
半
／
親
御
さ
ん
へ
の
柳
沢
運

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明（
こ
の
間
お
子
さ

ん
は
託
児
し
ま
す
）、
後
半
／
親
子
で

運
動

●
指
導　

柳
沢
秋
孝
氏（
松
本
短
期
大
学

教
授
）

●
対
象　

親
子
で
参
加
。
幼
稚
園
・
保
育

園
児
〜
小
学
３
年
生
ま
で
で
、
２
回
と

も
参
加
で
き
る
方
。

●
定
員　

30
家
族

●
参
加
費　

１
家
族
５
０
０
円（
２
回
分
）

●
応
募
締
切　

11
月
６
日
㈫

●
申
し
込
み　

電
話
で
中
央
公
民
館
ま

で
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

平
成
20
年
度
子
ど
も
ゆ
め

基
金
助
成
活
動
の
募
集

　

子
ど
も
ゆ
め
基
金
は
、
未
来
を
担
う
夢

を
持
っ
た
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
進
め
る

た
め
、
民
間
団
体
が
実
施
す
る
自
然
の
中

で
の
キ
ャ
ン
プ
や
科
学
実
験
教
室
な
ど
の

体
験
活
動
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
な
ど

の
読
書
活
動
、
体
験
・
読
書
の
両
活
動
を

補
う
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
利

用
可
能
な
子
ど
も
向
け
教
材
を
開
発
・
普

及
す
る
活
動
な
ど
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
役
所
生
涯
学
習
課
に
募
集
案
内
が
数

冊
あ
り
ま
す
が
、
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

12
月
５
日
㈬（
当
日
消
印

有
効
）※
持
参
の
場
合
は
、
午
後
６
時

ま
で
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先　

独
立
行
政
法

人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
子
ど
も

ゆ
め
基
金
部
助
成
課

　
　

TEL
０
１
２
０
・
５
７
９
０
８
１

　
　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　
　

U
RL

：http://yum
ekikin.niye.

go.jp/

＜広告欄＞

健康づくり丸子依田川
ウオーキング講座

催し

　ソウル五輪競歩
日本代表の酒井浩
文氏を講師に、依
田川堤防やりんど
う橋を通る丸子依
田川ウオーキング
ロードを楽しく歩
きましょう。
　市民が対象で、参加費は無料です。
●日時　11月10日㈯
　　　　午前10時～正午
　　　　（受付開始９時30分）
●場所　丸子ふれあいステーション３

階大会議室及び依田川ウォー
キングロード

●定員　60名（応募者多数の場合、先着）
●応募締切　11月８日㈭必着
　 地域振興課
　　TEL42･1041
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上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上
田
市
丸
子
霊
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

●
所
在
地　

上
田
市
上
丸
子
１
２
２
２

●
区
画
数　

①
第
２
種
23
区
画（
４
・
９

㎡
）、
②
第
３
種
18
区
画（
６
・
６
㎡
）

●
管
理
料　

①
１
５
０
０
円
／
年
、
②

２
０
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

①
８
万
７
０
０
０
円
、

②
11
万
６
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方

●
申
込
期
間　

随
時
募
集
中

　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

上
田
子
ど
も
文
化
祭
へ
の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
の
文
化
活
動
を
地
域
の
み

な
さ
ん
へ
発
表
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
団
体
と
交
流
を
深
め
ま

せ
ん
か
。
各
団
体
選
出
の
実
行
委
員（
お

と
な
・
子
ど
も
）に
よ
り
準
備
運
営
を
行

い
ま
す
。

●
文
化
祭
開
始
日
時　

平
成
20
年
２
月
10

日
㈰

●
文
化
祭
会
場　

丸
子
文
化
会
館（
セ
レ

ス
ホ
ー
ル
）

●
対
象　

上
田
市
内
で
子
ど
も
の
文
化
活

動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
、
舞
台
発
表

と
展
示
発
表
が
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

事
務
局
あ
る
応
募
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
11
月
20
日

㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
田
市
文
化
少
年
団
事
務
局（

文

化
振
興
課
内
）　

TEL
23
・
６
３
６
１

介
護
者
の
会
を
開
催
し
ま
す

●
日
時　

11
月
29
日
㈭
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
内
容　
「
認
知
症
」の
方
へ
の
介
護
に
つ

い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

・
介
護
者
の
体
験
談

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
及
び
宅
老
所
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
発
表

・
介
護
者
同
士
の
交
流
会
、
茶
話
会

●
対
象　

現
在
介
護
さ
れ
て
い
る
方
ま
た

は
、
介
護
に
つ
い
て
学
び
た
い
方

●
参
加
費　
　

無
料

●
申
込
締
切　

11
月
28
日
㈬

　

高
齢
者
介
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
１
５

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

上
田
市
霊
園
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

●
所
在
地　

上
田
市
諏
訪
形
１
７
５
６

●
区
画
数（
面
積
）　

２
区
画（
４
・
８
㎡
）

●
管
理
料　

１
４
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。
①
遺
骨
を
自
宅

に
安
置
し
て
あ
る
方（
死
体
埋
火
葬
許

可
証
の
写
し
が
必
要
）、
②
遺
骨
を
親

戚
な
ど
の
墓
地
に
仮
埋
葬
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
遺
骨
を
寺
社
な
ど
に
預
け

て
あ
る
方（
寺
社
ま
た
は
墓
地
管
理
者

の
証
明
が
必
要
）

●
申
込
期
間　

11
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
詳
細

は
申
込
者
へ
連
絡
し
ま
す
。
指
定
の
申

込
用
紙
が
、
市
役
所
生
活
環
境
課
に
あ

り
ま
す
）。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

＜広告欄＞

被災者への義援金募集に
ご協力いただき
ありがとうございました

感謝

　上田市では、７月16日に発
生した平成19年新潟県中越沖
地震により長野・新潟両県の
各地で被害を受けた皆さんへ
の義援金の募集を呼び掛けた
ところ、多くの上田市民の皆
さんから、総額1,491,959円
もの善意の義援金をお寄せい
ただきました。日本赤十字社
新潟県支部を通じて送金しま
す。ご支援ご協力ありがとう
ございました。
　 福祉課
　　TEL22･4100
　　（内線1602･1603）
　　 危機管理室
　　TEL22･4100
　　（内線1205･1208）

����



県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
の

登
山
の
基
礎
講
座
２

　

登
山
計
画
の
立
て
方
や
登
山
に
必
要
な

装
備
と
食
糧
、天
気
図
の
読
み
取
り
な
ど
、

知
識
を
深
め
、
安
全
で
有
意
義
な
冬
山
登

山
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
な
力
を
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
期
日　

12
月
1
日
㈯
〜
２
日
㈰
の
1
泊

2
日

●
場
所　

長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

一
般
／
40
名

●
講
師　

城き

所ど
こ
ろ

邦
夫
氏（
元
気
象
庁
職
員
、

東
京
都
山
岳
連
盟
気
象
委
員
長
）、
榛し
ん

葉は

伸
男
氏（
日
体
協
、
日
山
協
公
認
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
）

●
受
講
料　

５
０
０
０
円

●
持
ち
物　

①
筆
記
用
具
②
洗
面
用
具
③

保
険
証
、
持
病
薬
な
ど
。

●
申
込
締
切　

11
月
19
日
㈪
必
着

※
日
程
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な
ど
、
詳
細
は

申
し
込
み
前
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
１
・
22
・
５
４
４
４

映
画「
隠
し
砦
の
三
悪
人
」

エ
キ
ス
ト
ラ
募
集

　
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」「
日
本
沈
没
」な
ど
の
大

注
目
映
画
で
メ
ガ
ホ
ン
を
と
っ
て
き
た
樋

口
真し
ん

嗣じ

監
督
の
次
回
作「
隠
し
砦
の
三
悪

人
」（
黒
沢
明
監
督
作
品
の
リ
メ
イ
ク
）の

上
田
ロ
ケ
が
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
し
ま
す
。

●
撮
影
日　

11
月
18
日
㈰

●
撮
影
場
所　

上
田
市
内

●
募
集
対
象　

身
体
健
康
な
男
性
50
名

 

（
兵
士
役
で
の
出
演
に
な
り
ま
す
）

●
申
し
込
み　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
で（
連
絡
先
を
必
ず
ご
記
入

く
だ
さ
い
）。

　

信
州
上
田
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

TEL
23
・
５
４
０
８

　
　

FAX
23
・
７
３
５
５

　
　

E-m
ail

：fc@
ueda-cb.gr.jp

　ご寄付いただいた皆様、ありがとうございま
した。厚くお礼申し上げます（９月分）。
◆小林司様（学校用図書一式、記念樹１本、屋
外用ソーラー電波時計一台／神科小学校へ）
◆竹内康造様（物置　木造（横1.8ｍ　高さ2.6ｍ
奥行1.4ｍ）／国分保育園へ）

����

今月の投稿作品（８月24日～９月21日到着分）
短歌　46首　　俳句　128句　　川柳　72句
計246作品

入
選

「
が
ん
ば
っ
て
！
」と
下
校
の
児
ら
に
励
ま
さ
れ
夫
と
稲
刈
る
炎
暑

の
九
月 

御　

所　

児
玉　

保
江

今
年
初
の
み
ん
み
ん
蝉
が
鳴
い
て
い
る
わ
が
家
の
松
で
忙
し
そ
う

に 

緑
が
丘　

津
林　

清
司

数
匹
の
メ
ダ
カ
夏
に
は
子
を
増
や
し
池
の
主
役
を
金
魚
か
ら
奪と

る

 

つ
く
し　

松
橋　

敏
生

佳
作

席
は
ゆ
ず
り
あ
い
ま
し
ょ
う
と
バ
ス
の
言
う
乗
客
は
わ
れ
一
人
な

る
に 

上　

野　

田
島
喜
志
子

茸
山
わ
が
庭
ほ
ど
に
知
る
と
言
い
誇
り
し
兄
も
年
老
い
に
け
り

 

長　

瀬　

小
林　

国
男

吸
い
が
ら
の
ひ
と
つ
だ
に
な
い
道
め
ざ
し
か
が
む
背
中
に
秋
雨
を

受
く 

下
和
子　

山
本　
　

進

吾
子
二
人
そ
れ
ぞ
れ
住
め
る
遠
つ
国
の
グ
ァ
ム
島
に
ま
ず
渡
航
を

決
す 

小　

泉　

清
水　

悦
男

選
者
詠

久
々
に
逢
ひ
た
る
人
の
ま
ろ
や
か
に
も
の
言
へ
る
好
し
杖
曳ひ

き
を
れ
ど

入
選

上
田
原
合
戦
の
地
や
大
根
蒔
く 

諏
訪
形　

横
澤　

み
ね

糸
瓜
水
一
夜
で
瓶
を
溢
れ
け
り 

福　

田　

田
中
優
美
子

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
炎
暑
の
村
を
攪
拌
す 

小　

泉　

小
林　

宣
子

佳
作

雲
海
を
分
か
つ
稜
線
空
探
し 

材
木
町　

上
島　
　

清

予
約
あ
る
よ
う
に
蜻
蛉
が
竿
に
来
る 

中　

野　

本
木　

せ
つ

浦
野
川
秋
風
の
影
走
り
け
り 

越　

戸　

井
澤　

徳
雄

あ
ふ
れ
出
る
泪
を
と
ば
す
鬼
や
ん
ま 

国　

分　

工
藤
じ
ゅ
ん

蜩
ひ
ぐ
ら
し

や
我
を
叱
り
し
母
の
声 

丸　

堀　

長
谷
川　

貢

敷
藁
に
覗
く
ち
ち
ろ
や
昼
鳴
け
り 

下
本
入　

滝
沢
イ
チ
子

受
け
答
え
早
口
に
な
る
蝉
時
雨 
上
室
賀　

宮
入　

和
子

秋
風
や
手
放
す
愛
車
磨
き
を
り 
南
天
神
町　

鋒
城
恵
美
子

祭
終
え
道
に
彷
徨
う
熱
気
か
な 
上
常
田　

松
村　

茂
弘

選
者
吟　

産
湯
浴
ぶ
児
の
仏
顔
涼
新
た

入
選

居
座
っ
た
夏
引
き
際
を
迷
っ
て
る 

中　

村　

佐
藤
た
か
こ

カ
ラ
オ
ケ
へ
と
き
ど
き
主
婦
を
脱
ぎ
に
ゆ
く 

中　

村　

児
玉　

愛
子

垣
根
越
し
旬
の
味
覚
が
行
き
来
す
る 

北
大
手
町　

風
間　

郁
夫

佳
作

世
話
し
た
い
気
持
ち
届
い
て
福
祉
生
き 

諏
訪
形　

鷲
澤　

昭
月

上
り
詰
め
奢
り
升
か
ら
零こ
ぼ

れ
出
る 

倉　

升　

丸
山　

卓
雄

放ほ

っ
と
け
ぬ
性た

格ち

で
我
が
身
が
削
ら
れ
る 

国　

分　

今
尾
志
津
子

ゆ
か
り
の
地
風
林
火
山
の
旗
な
び
く 

伊
勢
山　

塚
原　

芳
郎

友
削
る
杖
温
か
く
身
を
支
え 

長　

島　

土
屋　

朝
栄

記
載
ミ
ス
頭
下
げ
て
も
済
み
ま
せ
ん 

生　

塚　

小
泉　

廣
紀

人
生
も
散
歩
の
歩
幅
に
あ
る
余
命 

岩　

下　

尾
沢
袈
裟
信

子
の
躾
よ
く
て
親
ま
で
褒
め
ら
れ
る 

小
井
田　

宮
下　

道
順

日
替
わ
り
で
帳
簿
の
話
し
汗
を
か
く 

新　

田　

小
林
郁
二
朗

選
者
吟

寄
せ
鍋
に
松
茸
義
理
に
畏か
し
こ

ま
り

１
月
号
の
投
稿
方
法　

は
が
き
で
①
住
所
②
氏
名
③
自
治
会
名
④
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
別
を
記
入（
種
類
ご
と
別
々
の
は
が
き
で
）の
う
え
上
田
市
教
育
委
員
会
ま
で
。
短
歌
・

俳
句
に
つ
い
て
先
生
に
添
削
を
希
望
さ
れ
る
方
は
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
記
載
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い（
短
歌
に
つ
い
て
は
一
人
２
首
ま
で
。
な
お
、

掲
載
作
へ
の
返
信
は
除
き
ま
す
）。
１
月
よ
り
16
日
号
へ
掲
載
変
更
と
な
り
ま
す
。
締
切
期
日
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

◆
住
所　

〒
３
８
６

－

０
０
２
５　

天
神
２

－

４

－

74　

◆
締
め
切
り　

11
月
30
日
㈮
必
着　

　

教
育
総
務
課　

TEL
23
・
５
１
０
０



「うえだの四季」写真コンテスト
入賞者発表　夏の部「上田の夏まつり」
「うえだの四季」写真コンテスト　夏の部には、
多くの作品をご応募いただきありがとうございました。
今回の入賞者を発表します。
（敬称略・五十音順）

●優秀賞（３名）
　小川　　稔
　古平　真二
　西川　賢治

●入選（９名）
　打

うち

江
え

美恵子
　倉島袈裟明
　小林　重明
　小林　武彦
　続

つづき

　　敏男
　松井　淑廣
　目黒　鉄也
　百瀬　弘一
　柳原　孝好

「上田ワッショイ」　小川稔

「千
せん

駄
だ

焚
だ

き」　古平真二

「夏の夜」　西川賢治

　 商工課、観光課
　　TEL22･4100
　　（内線1442･1426）

観光会館を休憩所として開放します
　上田城二の丸橋前の上田市観光会館を市民や観光客の皆
さんの休憩所として開放します。１階は喫茶の隣にオープ
ンカフェ風にアレンジされた円卓でお休みいただけます。
２階には上田市産業開発公社事務所の隣に長いすをご用意
しました。
　２階は事務所を兼ねていますので職員のいるときに限ら
せていただきますが、11月３日㈯から19日㈪の信州上田
城けやき並木紅葉まつりの期間中は午前９時から午後９時
まで開放しますので、ぜひお立ち寄りください。
　１・２階とも上田城側に大きく開放された窓から、世界
的照明デザイナー石井幹子氏演出の桜や紅葉のライトアッ
プなど四季折々の上田城がご覧いただけます。皆さんのご
来館をお待ちしています。

　 観光課　TEL23･5408
１F

２F

����



うえ
だ

HOT VOICE

妙
見
寺
の
鳴
龍

　

妙
見
寺
は
、
武
石
小
学
校
の
東
側
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
寺
は
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
今
か
ら
約
八
百

年
前
に
当
時
の
豪
族
で
あ
っ
た
嶽た
け

石し

三
郎
平
胤た

ね

盛も
り

が
大

日
如
来
と
妙
見
菩
薩
の
二
佛
を
安
置
し
て
鳥
屋
地
積
に

一
宇
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
本
堂
の
大
天
井
に
は
畳
十
畳
ほ
ど
に
上
下
二
頭

の
龍
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
龍
は
、
狩
野
派
の
秀し
ゅ
う
ざ
ん山
信の

ぶ

尹た
だ

が
応
仁
年
間

（
１
４
６
７
〜
68
）の
本
堂
大
改
修
の
際
に
描
い
た
と
言

市への質問や皆さんの疑問にお答えしていきます。
ご質問やご意見などを市役所秘書課（TEL22・3435）へ
お気軽にお寄せください。

ホット・ボイス

市政への提言をしたいので
すが、どうしたらいいので

すか？

市政へのご意見、ご要望を
お寄せいただく場合には次

の手段があります。
①市長への手紙（専用はがき）
　専用はがきは、市内公共施設に
配置してあります。
②市政提言メール（電子メール）
　上田市ホームページからアクセ
スできますが、メールアドレス
は、mayor@city.ueda.nagano.
jp  です。
③市政提言電話（留守録）
　電話番号は25・3939です。
④市政提言ＦＡＸ
　番号は23・5111です。

⑤市長｢ふれあい談話室｣
　市民の皆さんと市長が直接対話
する場として、各地域自治セン
ター市長室で開催しています。
市長との懇談を希望される場合
は、事前の申し込みが必要で
す。毎回５組（一組20分程度）募
集しています。開催日程などは、
広報うえだや市ホームページで
お知らせします。

⑥市長｢お気軽ミーティング｣
　市長が各地域に出向き、市民の
皆さんと直接対話する場として
開催しています。申し込みは不
要です。開催日程などは、随時
お知らせします。

投書した意見や要望は、ど
のように市政に生かされて

いるのでしょうか？

①～④までの方法でお寄せ
いただいたご意見、ご要望

は、市長が最初に目を通し担当部
局へ回付後、後日、提言をいただ
いた方へ回答しています。
　また、各種事業を進めていく上
で参考にさせていただいていま
す。
　しかし、最近匿名による投書が
全体の約４分の１程度あります。
ご意見、ご要望の内容確認をさせ
ていただくこともあり、回答の際
に必要となりますので、差し障り
がなければ氏名、住所、電話番号、
年齢、性別をお知らせください。

　 秘書課　TEL22・3435
上田市ホームページ
http://www.city.ueda.nagano.jp

Q1

A1

A2

市政への提言方法を
知っていますか？
　今回は、｢市政への提言方法｣についてお答えします。
　上田市では市政の主人公は市民の皆さんであることを基本に、市政経営の
理念を「生活者起点」と「地域経営」とし、｢輝く上田、美しい上田｣を目指し、
健康元気都市「新生上田」の創造と挑戦に向けたまちづくりを進めています。

Q2

見
聞
録

����



SCHOOL INTRODUCTION

　

菅
平
は
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園

の
中
に
あ
り
、
８
月
の
平
均
気
温

が
19
℃
、
１
月
の
平
均
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
５
℃
、
年
平
均
気
温
が
６
℃
と

い
う
冷
涼
な
気
候
を
利
用
し
、
レ
タ

ス
を
中
心
と
し
た
農
業
と
、
冬
の
ス

キ
ー
客
、
夏
の
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ

カ
ー
、
陸
上
競
技
を
中
心
と
し
た
合

宿
招
致
に
よ
る
観
光
産
業
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
菅
平
中
学
校
で

は
、
こ
の
郷

土
に
誇
り
を

感
じ
、
郷
土

を
支
え
る
取

り
組
み
と
し

て
の
行
事
を

大
切
に
し
て

い
ま
す
。
本

校
は
菅
平
高

原
ス
キ
ー
場

ま
で
歩
い
て

わ
ず
か
５
分

と
い
う
位
置

に
あ
り
、
ス

キ
ー
学
習
に

は
最
適
な
自

然
環
境
で

す
。
昭
和
２

年
に
ス
キ
ー

場
が
開
発
さ

れ
、
ス
キ
ー

を
心
か
ら
楽

し
み
愛
す
る

人
材
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
の

期
待
か
ら
、
昭
和
44
年
に
ス
キ
ー
を

『
校
技
』と
し
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
は

授
業
と
部
活
動
の
両
面
か
ら
ス
キ
ー

を
中
心
に
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
は
昭
和
27
年
か
ら
の

学
校
林
作
業
が
あ
り
、
毎
年
下
草
刈

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校
林
は
学

校
の
施
設
充
実
や
、
校
舎
の
建
て
替

え
の
材
料
な
ど
に
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。そ
の
下
草
刈
り
を
６
月
に
行
い
、

７
月
に
は
根
子
岳
、
四
阿
山
の
清
掃

登
山
、
８
月
に
は
ス
キ
ー
場
の
下
草

刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
、「
ス
キ
ー
場
下
草
刈
り

が
あ
っ
た
。
冬
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
ス
キ
ー
場
な
の
で
、
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
精
一
杯
や
れ
た
と
思

う
の
で
、こ
の
冬
も
が
ん
ば
り
た
い
」

「
学
校
林
の
下
草
刈
り
で
、
木
が
成

長
し
て
根
本
が
日
陰
に
な
る
と
サ
サ

が
生
え
な
く
な
る
と
聞
い
た
け
ど
、

下
草
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
サ
で
、
昔
は

ど
れ
だ
け
サ
サ
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
思
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

郷土を担う人材の育成を目指して
菅平中学校

ようこそ私たちの学校へ

清掃登山

わ
れ
、
そ
の
龍
頭
の
下
で
拍
手
を
打
つ
と
天
井
裏
に
共

鳴
し
、
見
事
な
龍
鳴
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
の
東
西
南
北
の
４
か
所
に
あ
っ
た
鳴
き
龍
を

「
日
本
四
方
鳴
き
龍
」と
称
し
、
東
は
日
光
山
、
西
は
京

都
の
相し
ょ
う

国こ
く

寺じ

、
北
は
青
森
の
竜
泉
寺（
焼
失
）、
南
を
妙

見
寺
の
鳴
龍
を
呼
ん
だ
と
も
言
わ
れ
、江
戸
時
代
に
は
、

佛
教
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
四
諦
つ
ま
り
苦
、
集
、
滅
、

道
の
四
つ
の
心
理
を
研
究
し
て
滅
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
無
上
の
幸
福
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
教
え

に
あ
や
か
っ
て「
鳴
龍
講
」な
る
講
が
で
き
、
鳴
龍
巡
り

が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
鳴
龍
の
周
り
に
は
、
中
国
で
唐
の
時
代

か
ら
伝
わ
る「
孝
行
の
手
か
が
み
・
二
十
四
孝
」の
一
場

面
ご
と
に
24
枚
の
絵
が
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
見
る
人
々
に「
親
に
は
こ
れ
く
ら
い
の
孝

行
を
し
な
さ
い
」と
無
言
で
教
え
て
い
ま
す
。

　

武
石
地
域
教
育
事
務
所　

TEL
85
・
２
０
３
０

EXPERIENCE UEDA

県中学校体育大会
スキージャンプ競技

県道62号 ●ともしび博物館

★妙見寺

うつくしの湯●

●特別養護老人ホーム

武石公民館
●

商工会館●

●JA    
●

武石地域
自治センター

武石小
●

武石体育館●
武石総合
グラウンド

●
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第１回上田市花と緑のまちづくりコンクール審査結果発表!!
　新市全域で初めての開催でしたが、59件もの応募がありました。８月29日に一次審査、９月14日に二次審査を行っ
た結果、13団体（個人含む）が受賞されました（敬称略、順不同）。

◇団体（50㎡未満）の部
最優秀賞　倉升倉月会
最優秀賞　萩自治会
奨励賞　　町組区たんぽぽの会
奨励賞　　石舟区自治会
◇団体（50㎡以上）の部
最優秀賞　尾野山長寿会
優秀賞　　下郷沢自治会
優秀賞　　下堀地区花と緑の
　　　　　　街づくり協議会
優秀賞　　腰越花花花の会
奨励賞　　大畑区環境整備委員会
　　　　　　花づくり部
奨励賞　　中原区自治会
◇個人の部
最優秀賞　渡辺英子
優秀賞　　川上好夫
奨励賞　　中島　明

　 公園緑地課　TEL23・5134

団体（50㎡未満）の部　最優秀賞　倉升倉月会

団体（50㎡未満）の部　最優秀賞　萩自治会

団体（50㎡以上）の部　最優秀賞　尾野山長寿会

個人の部　最優秀賞　渡辺英子

新
生「
上
田
市
」発
足
１
周
年
記
念
事
業

■プロフィール　柳生博（やぎゅう・ひろし）
昭和12年茨城県生まれ。昭和36年、今井正監督の東映映画「あ
れが港の灯（ひ）だ」でデビュー。ＮＨＫ朝のテレビ小説「いちば
ん星」で脚光を浴びる。最近では「生きもの地球紀行」（ＮＨＫ）
での出演及びナレーションで活躍。一方、私生活では山梨県八ヶ
岳南麓（北杜市）にアトリエを建て、荒れ果てた人工林を雑木林
に戻すため、約1万本以上の雑木を家族と共に移植し、その林
を来訪者に開放している。

上田市景観づくり講演会
高原や田園風景、緑の山々、千曲川の流れなど、上田市は自然
豊かな景観に恵まれています。中でも身近な自然である里山は、
私たちの大切な財産です。里山を通して地域の景観や環境につ
いて一緒に考えてみませんか。

開催日時◎11月17日㈯午後１時30分～
会　　場◎上田創造館ホール
入　　場◎無料
テ ー マ◎「花鳥風月の里山」
講　　師◎柳生 博氏
　　　　　（俳優・財団法人日本野鳥の会会長・
　　　　　コウノトリファンクラブ会長）

※交通手段　上田電鉄別所線赤坂上駅
　下車徒歩10分。車の方は、乗り合わ
　せでお越しください。駐車場はカネ
　テック㈱と上田創造館です。

【プログラム】
　開会／主催者あいさつ／上田市都市景観賞表彰式
　講演会「花鳥風月の里山」／閉会
　 都市計画課　TEL23・5127

財
団
法
人
日
本
野
鳥
の
会 

提
供 カネテック㈱（駐車場）●

国道143号 古舟橋

●上田創造館
下之郷

小牧橋

上田駅

青木

赤坂上駅
別所線
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平
成
19
年
度  

上
田
市
都
市
景
観
賞 

が
決
ま
り
ま
し
た

　

上
田
市
都
市
景
観
賞
は
、
上
田
市
の

優
れ
た
景
観
の
形
成
に
寄
与
す
る
建
築

物
、
工
作
物
、
広
告
物
な
ど
や
、
地
域

の
優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
個
人
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

　

10
月
３
日
㈬
に
行
わ
れ
た
上
田
市
景

観
審
議
会
で
、
応
募
件
数
18
件
の
中
か

ら
、
次
の
５
件
が
都
市
景
観
賞
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
施
主
・
活
動
団
体
、
主

な
設
計
者
・
施
工
者
の
皆
さ
ん
は
、
11

月
17
日
㈯
に
上
田
創
造
館
で
行
わ
れ
る

「
景
観
づ
く
り
講
演
会
」で
表
彰
さ
れ
る

予
定
で
す
。

志摩宅
（小泉1749／民家再生住宅）
施主：志摩浩一
主な設計者：㈲安藤建築設計工房
主な施工者：㈱堀内組
傾斜地に建つ古い民家をそのまま生かした重厚な
造りです。家の横にある河川空間と、そこにたち並
ぶ樹木の風景に調和するよう工夫されています。

らいてうの家
（真田町長1278-720／記念山荘）
施主：ＮＰＯ法人平塚らいてうの会
主な設計者：アトリエ獏らいてうの家プロジェクト
主な施工者：㈱宮下組
四阿高原の自然を生かし、敷地内の樹木もできる
だけ保存に努めています。また、建物の主要な部
分はすべて長野県産材を使用するなど周囲の景観
と調和しています。

五加自治会館
（五加1214-7／集会施設）
施主：五加自治会
主な設計者：㈱エービーシー 一級建築士事務所
主な施工者：コロナ技建㈱、㈱永井建設
蚕の建物、蚕室をイメージした日本調の建物であり、
田園風景の多い塩田平の景観と調和しています。

服部宅オールドローズの庭
（八木沢1418-25／緑化）
施主：服部年明
主な設計者：安藤造園／主な施工者：安藤造園
オールドローズ、イングリッシュローズなどのバ
ラを、雑木と共に配置し自然風の庭に仕上げ、斜
面を巧みに生かし周囲の風景にとけこんだ日本風
のイングリッシュガーデンを作り出しています。

信州余里の一里花桃
「花咲じいさんクラブ」
（武石余里／緑化・活動団体）
シダレハナモモを地域おこしにつなげるため、種
から苗を育て20年近くにわたって沿道４キロに植
えてきました。花桃が里全体に咲く様子は、地域
の住民全体で取り組んできた郷土への誇りが感じ
られます。 　 都市計画課　TEL23・5127
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スケッチ
四つ葉

農政懇談会

鹿教湯千人鍋の集い

上田ブランドの
商品づくりへ

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え

大胆かつ豪快な
松茸イベント

教
湯
商
工
会
が
主
催
す
る
鹿
教
湯

温
泉
商
工
観
光
祭
が
９
月
30
日
、

鹿
教
湯
温
泉
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
秋
の

食
事
と
温
泉
入
浴
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
開
催
さ
れ
た
こ
の
お
祭
り
は
、
あ

い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
会
場
に

は
温
泉
の
宿
泊
客
や
地
元
の
人
た
ち
約

５
０
０
人
が
集
ま
り
、
会
場
は
満
席
と

な
り
ま
し
た
。

　

松
茸
千
人
鍋
は
、
お
祭
り
の
目
玉
。

１
０
０
０
人
分
を
一
度
に
つ
く
れ
る
大

鍋
で
、
秋
の
味
覚
の
代
表
格
で
鹿
教
湯

特
産
で
も
あ
る
松
茸
や
雑
き
の
こ
を
、

鍋
い
っ
ぱ
い
に
惜
し
気
な
く
使
い
、
薪

の
火
で
ぐ
ら
ぐ
ら
煮
ま
し
た
。
肌
寒
さ

も
手
伝
っ
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
香

り
よ
く
温
か
い
松
茸
汁
を
フ
ー
フ
ー
言

い
な
が
ら
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。
恒
例
の
松
茸
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
松
茸
を
お
土
産
に
し
よ
う
と
、

参
加
者
の
威
勢
の
い
い
競
り
の
声
が
会

場
に
響
き
ま
し
た
。
今
年
は
初
秋
の
雨

が
少
な
く
収
穫
に
大
き
な
影
響
が
で
ま

し
た
が
、
会
場
は
例
年
同
様
、
多
く
の

鹿
教
湯
温
泉
フ
ァ
ン
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

ら
れ
る
か
？
10
月
４
日
、
全
国
農
業
協

同
組
合
連
合
会
長
野
県
本
部
と
信
州
う

え
だ
農
業
協
同
組
合
、
上
田
市
の
農
政

三
者
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

流
通
が
多
岐
に
わ
た
り
、
温
暖
化
の

影
響
で
農
作
物
の
産
地
が
北
上
し
て
い

る
と
い
わ
れ
る
中
で
、「
上
田
ブ
ラ
ン

ド
の
商
品
づ
く
り
と
販
売
手
法
」な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

懇
談
で
は
、
市
か
ら
出
席
し
た
母
袋

市
長
、
大
沢
農
林
部
長
か
ら「
六
文
銭

ブ
ラ
ン
ド
は
有
効
。
風
林
火
山
の
放
送

な
ど
で
売
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
。
上
田
イ

コ
ー
ル
六
文
銭
と
し
て
、
農
作
物
に
表

現
で
き
れ
ば
い
い
が
、
そ
の
た
め
に
Ｊ

Ａ
の
力
を
借
り
た
い
」と
提
案
さ
れ
る

と
、
農
作
物
を
出
荷
す
る
ダ
ン
ボ
ー
ル

に
六
文
銭
を
入
れ
て
も
、
目
に
ふ
れ
る

の
は
流
通
過
程
だ
け
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な

ど
を
使
い
、「
消
費
者
へ
訴
え
、
上
田

の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
方
法
が
い

い
」と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
ア
イ
デ
ィ
ア
勝
負
。
農

作
物
の
差
別
化
を
図
る
取
り
組
み
を
協

働
作
業
で
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

農

鹿

昨年の大収穫祭から
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講演「私のエベレスト峰」

実りの秋！収穫体験

練馬区児童との
稲刈り交流会

8000ｍの風に
吹かれたい

界
最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂

し
た
上
田
市
真
田
町
の
柳
沢
勝
輔

さ
ん
の
講
演
会
が
真
田
公
民
館（
真
田

文
化
会
館
）で
９
月
15
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。柳
沢
さ
ん
は
今
年
５
月
22
日
、

71
歳
２
か
月
と
２
日
の
世
界
最
高
齢
で

エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
山
頂

ま
で
を
撮
影
し
た
映
像
を
交
え
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
朝
焼
け
に
映
え
る
美
し
い

エ
ベ
レ
ス
ト
の
風
景
が
あ
る
一
方
で
、

多
く
の
登
山
者
を
帰
ら
ぬ
人
に
し
た
殺

伐
と
し
た
風
景
。
そ
の
中
を
苦
し
さ
に

耐
え
な
が
ら
一
歩
一
歩
頂
上
を
目
指
し

た
体
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

改
め
て
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
の
難
し
さ
を

知
る
と
と
も
に
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
す

ば
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

上
田
市
民
特
別
表
彰
や
ギ
ネ
ス
記
録

に
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
は「
登
り
た
い

か
ら
登
っ
た
ら
た
ま
た
ま
最
高
齢
だ
っ

た
。
あ
ま
り
騒
が
な
い
で
」と
飾
ら
な

い
お
人
柄
。
こ
の
日
も
本
人
の
希
望
で

花
束
贈
呈
は
行
わ
な
い
予
定
で
し
た

が
、
来
場
し
た
ご
親
戚
の
方
か
ら
予
期

せ
ず
花
束
を
贈
ら
れ
て
、
照
れ
く
さ
そ

う
に
受
け
取
る
と
い
っ
た
一
幕
も
あ
り

ま
し
た
。

ち
、
い
よ
い
よ
10
月
9
日
か
ら
稲
刈
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
は
武
石
小
学
校
を
訪
れ

た
練
馬
区
立
北
原
小
学
校
5
年
生
84
名

が
、
武
石
の
全
校
児
童
と
の
交
流
会
の

あ
と
、
武
石
小
学
校
の
5
年
生
と
稲
刈

り
で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
両
校
交
じ

り
合
っ
て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
稲
を

刈
る
人
、
刈
っ
た
稲
を
ま
と
め
る
人
、

ひ
も
で
束
ね
る
人
、
と
分
担
を
決
め
て

作
業
を
行
い
、
最
後
に
み
ん
な
で
は
ぜ

か
け
を
行
い
ま
し
た
。
地
元
の
教
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
さ
ん
や
武
石
小

の
子
ど
も
が
、
練
馬
の
子
ど
も
た
ち
の

手
を
と
っ
て
教
え
る
姿
も
見
ら
れ
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
一
生
懸
命
収
穫
作
業

に
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。
10
月
末
に

は
、
武
石
小
児
童
の
手
で
脱
穀
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
収
穫
さ
れ
た
も
ち
米

は
、
田
植
え
と
稲
刈
り
を
一
緒
に
行
っ

た
練
馬
の
小
学
校
3
校
に
も
送
ら
れ
、

武
石
小
で
は
12
月
に
も
ち
つ
き
を
行

い
、
味
わ
う
予
定
で
す
。

今

世

年
5
月
、
武
石
と
練
馬
の
小
学
生

が
協
同
で
植
え
た
苗
が
順
調
に
育

����
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上田市ホームページURL ： http：//www.city.ueda.nagano. jp/

人口：161,203人　男：78,903人　女：82,300人　世帯数：61,463戸　外国人登録者数：5,664人　男：2,768人　女：2,896人

人の動き （平成19年10月1日現在）

「人里でありながらこのような環境が残されている上田市をとても羨ましく思い
ます」。
今年の９月に写真を撮り、提供してくれたのは、宇山浩彦（うやま・ひろひこ）さ
んです。マダラヤンマは、ヤンマ科ルリボシヤンマ属のトンボで、オスは腹部に
黒地に鮮やかな瑠璃色の斑紋があり大型できれいです。昨今個体数が激減してお
り、平成18年２月16日に上田市の天然記念物に指定されました。この写真は下之
郷の池で撮影されたものです。

マダラヤンマ
提供／宇山浩彦さん（東京都）

真田武者の姿で交通安全を訴える人形。真田地域自治センターのロビーに同人形を飾り
ましたと連絡をくれたのは、佐藤林司（さとう・りんじ）さん。９月下旬に行われた「秋
の全国交通安全運動」にあわせて設置したとのことで、佐藤さんと真田町駐在所の倉嶌
智彦（くらしま・ともひこ）巡査長が製作しました。人形は、昭和39年から44年までＮＨ
Ｋで放送され、当時の子どもたちの人気を集めた人形劇「ひょっこりひょうたん島」に登
場するドン・ガバチョがモデル。「交通事故や犯罪のない社会を願って作りました。自
分の命は自分で守り、明るい家庭を大切にしましょう」と佐藤さん。ドンガバチョ君は
その後もさまざまな場所で交通安全をＰＲしたとのことです。

ドンガバチョ君の
交通安全運動
提供／佐藤林司さん（下丸子）

し
き
お
り
お
り
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